
 

 

 

学校は「児童・生徒が集い、学び、生活をする場」、「地域住民の活動の場」、そして「災害時

には防災拠点」としての役割も担うところです。区では 杉並第二小学校の校舎改築にあたり

安心で、安全な教育環境の提供と地域の防災拠点としての機能充実を図るため、平成３１年４

月から校舎改築検討懇談会を設置し、委員の皆様と意見交換を行っています。 

 校舎改築基本設計の中間まとめを行いました  

区では 杉並第二小学校の目指すべき新校舎像を示した「杉並第二小学校校舎改築基本方針」

の策定にあたり、学校関係者と区が目指すべき新校舎像を共有するとともに、校舎改築基本方

針を実現できる新校舎配置についても、校舎改築検討懇談会委員の皆様と意見交換を行ってま

いりました。 

 この度、目指すべき新校舎像及び新校舎配置について、第６回校舎改築検討懇談会で、校舎

改築基本設計の中間まとめを行いましたのでお知らせします。 

 説明会の開催について  

つきましては、保護者の皆様並びに地域の皆様に、校舎改築基本設計の中間まとめの概要を

報告するため、次のとおり説明会を開催いたしますので、ぜひご参加ください。 

 校舎改築基本設計の中間まとめ（概要）説明会  

対象 開催日時 開催場所 

保護者の皆様向け １２月１８日（水）１５時～１６時３０分 杉並第二小学校 体育館 

地域の皆様向け １２月１９日（木）１８時３０分～２０時 杉並第二小学校 体育館 

  

※ 校内へは正門からお入りください。 

※ 自転車でお越しの方は 

正門の駐輪スペースに停めてください。 

※ お車でのお越しは、ご遠慮ください 

※ 写真撮影等は、ご遠慮くだい。 

正門 

体育館 



杉並第二小学校校舎改築基本設計の中間まとめの概要 

  杉並第二小学校校舎改築基本方針  

目指すべき新校舎像の基本的考え方を、３つのビジョンと６つの目標及び 

１５の具体的な取組として整理しました。 

スローガン：皆で創る令和の未来を拓く杉二小 

 ビジョン１ 学びや遊びが楽しく、長く使い続けられる学校 

 目標Ⅰ 多様な学びの場を備え、質の高い学習環境を備えた学校づくり 

 取組Ａ 一斉指導、ティームティーチング、個別・少人数指導、 

グループ学習、複数学年による学習等の活動及び児童の学習成果の 

発表などに対応するなど、多様な学習形態に対応できる施設を整備します。 

 取組Ｂ 情報活用能力を育成するため、ＩＣＴ教育環境を充実させた施設とします。 

 取組Ｃ ゆとりのある広さの校庭を設け、子どもたちが元気に遊べ、 

進んで運動できる環境を整備します。 

 目標Ⅱ 将来にわたって使い続けられる柔軟で効率的な学校づくり 

 取組Ｄ 将来の児童数や地域の施設ニーズの変化、新たな教育内容や教育方法にも 

柔軟に対応できる施設計画とします。 

 

 ビジョン２ 自然にあふれ、安全で居心地の良い学校 

 目標Ⅲ 善福寺川緑地等の良好な周辺環境と調和した学校づくり 

 取組Ｅ 子どもたちの環境教育にも活用できるエコスクールを基本とし、 

快適で温もりのある学校とします。 

 取組Ｆ 杉二小の敷地の特性を活かしながら、 

周辺環境と調和した施設づくりに取り組みます。 

  目標Ⅳ 安全・安心で居心地の良い生活空間としての学校づくり 

 取組Ｇ 不審者の侵入防止などの安全対策を十分に講じるとともに、 

子どもたちが子どもらしく伸び伸び過ごせる配置計画とします。 

 取組Ｈ 敷地の外周道路の整備を通して地域安全性の向上を図り、 

安心して子どもたちが通える学校づくりを進めます。 

 取組Ｉ 地震や水害等の災害に対し、十分な安全性を確保できる施設とします。 

 

 ビジョン３ 皆に愛され、大切にされる学校 

 目標Ⅴ 杉二小の伝統と特色を継承し、地域とともに歩む公共空間として、 

地域の活動を支援する学校づくり 

 取組Ｊ 学校と地域のつながりを重視した諸室を設置します。 

 取組Ｋ 学童クラブの配置と小学生の放課後等居場所事業を実施し、 



 

放課後等に子どもたちが安心して過ごせる居場所を提供します。 

 取組Ｌ 地域の活動を支援するため、学校を地域開放できるようセキュリティにも 

配慮し、動線やゾーニングに十分な配慮を行います 

 取組Ｍ サイン計画等を含め、多様な利用者に配慮した施設設計とします。 

  目標Ⅳ 地域の防災拠点としての十分な機能を備えた施設整備 

 取組Ｎ 成田西災害備蓄倉庫や広域避難場所である善福寺川緑地と隣接している 

環境を考慮し、関係機関と連携し、検討を進めます。 

 取組Ｏ 地域の防災拠点として必要な防災設備を整備します 

 

 新校舎配置   

新校舎の配置に当たっては、校舎環境、校庭環境、周辺環境、仮設工事環境等の観点から比較し

た５案の配置案を示して、意見交換を行いました。懇談会委員の皆様の意見を踏まえ、修正した３

案（ＡとＢをまとめたＡ’案、Ｃ案、Ｄ案）に絞り、さらに意見交換を行いました。 

 

 
※各敷地活用パターンで考えられる校舎配置の一例を示したものです。 

 

 

校地が狭くなる中、校庭を可能な限り広

く確保し、校舎の有効活用を図り、設計の

自由度を高めるためには、特教・プール棟

と災害備蓄倉庫を含めた、全面改築により

施設整備を進めます。また、懇談会との意

見交換を踏まえ、校庭が広く取れること、

工期が短く、工事中の児童への影響が少な

いこと、周辺住環境への影響、整備コスト

等、総合的に優れていることから、校舎を

南東側、校庭を北西側に配置するＡ’案（Ａ

案とＢ案を統合した案）を目指すべき案とします。今後は、懇談会でのご意見等も踏まえ設計や

必要な手続き等を進め、杉並第二小学校の教育環境の向上に取り組んでまいります。 

 

  

＜今後の取組の方向性＞ 

（◆Ａ’ 案の場合の配置イメージ） 

※ 図面中の校舎配置は一例を示したもので、

今後の設計の中で具体化していきます。 



 ◆Ａ’ 案の場合に想定される改築スケジュール（案）  

今後のスケジュールは、必要な手続きや工法・工程等によって変わる可能性があります。 

 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 

実施設計 
  

     

仮設校舎   
 

 
 

 

旧校舎 

   
 

  

 
 

    

新校舎等 

 

 
 

 

 
   

     
 

 

 埋蔵文化財確認調査及び地盤調査のお知らせ  

杉並第二小学校の校舎改築にあたり、埋蔵文化財確認調査及び地盤調査を行います。 

学校関係者の皆様にはご迷惑をおかけいたしますが、ご協力お願いいたします。 

調査 調査日（予定） 調査場所 

埋蔵文化財確認調査 

遺跡があるか確認する調査 
令和２年１月上旬から２月中旬 杉並第二小学校 校庭 

地盤調査 

地中の地盤を確認する調査 
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校舎改築検討懇談会の資料や会議録等は、教育委員会ホームページに掲載しています。 

教育委員会ホームページ ➡ 学校施設の改築・改修、新しい学校づくり ➡ 杉並第二小学校の改築 
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